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Ⅲ 集計分析結果 

１ セーフコミュニティ全体 

（１）「セーフコミュニティ」の認知度 

 

【「セーフコミュニティ」の認知度： 時系列 】 

＜全 体＞ 

・セーフコミュニティについて、「活動に参加したことがある」（2.3％）、「活動について知っている」

（5.8％）、「言葉を知っている・きいたことがある」（29.5％）を合わせると（以下『認知してい

る』）37.6％の方が『認知している』と回答している。 

・一方、セーフコミュニティについて「全く知らない」割合は 61.6％である。 

＜平成 28年度調査・平成 30年度調査・令和元年度区民意識調査と比較＞ 

・セーフコミュニティについて、いずれの調査でも『認知している』割合は約４割、「全く知らない」割

合は約６割となっている。  

・令和元年度調査と比較すると、『認知している』割合は 0.3ポイント減で横ばいという結果になった。 

  

37.6 61.6

37.9 58.5

34.8 63.8

40.9 58.0

認知

して

いる

(計)

全く

知ら

ない

(計)

2.3

2.1

2.6

3.5

5.8

6.1

5.5

9.2

29.5

29.8

26.7

28.2

61.6

58.5

63.8

58.0

0.8

3.6

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度
n=755

令和元年度
n=1398

平成30年度
n=577

平成28年度
n=631

問１ 「セーフコミュニティ」について、どの程度知っていますか。

セーフコミュニティの活動に参加したことがある

セーフコミュニティの活動について知っている

セーフコミュニティという言葉を知っている・きいたことがある

セーフコミュニティについて全く知らない

無回答

※平成28年度調査・平成30年度調査・令和元年度区民意識調査では、選択肢「セーフコミュニティという
言葉を知っている・きいたことがある」は、「セーフコミュニティという言葉を知っている」

（区民意識調査）

『認知 
している』 … 

『全く    … 
知らない』  
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【「セーフコミュニティ」の認知度： 性別・年齢別・地区別 】 

＜性 別＞ 

・『認知している』割合は、「女性」が 40.8％と「男性」の 32.2％に比べて 8.6ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「20～29歳」では「全く知らない」割合が 77.6％と全体より 15ポイント以上高い。 

・「70～79歳」「80歳以上」では『認知している』割合が、それぞれ 45.2％、44.9％と全体より 5ポイ

ント以上高い。 

＜居住地区別＞ 

・「小菅ケ谷地区」では『認知している』割合が 48.0％と全体より 10ポイント以上高い。 

・「笠間地区」では「全く知らない」割合が 72.9％と全体よりも 10ポイント以上高い。 

 

   

37.6 61.6

32.2 66.8

40.8 58.5

22.4 77.6

36.8 63.2

32.6 67.4

39.3 59.8

33.7 65.4

45.2 54.2

44.9 51.7

34.7 64.8

27.1 72.9

48.0 51.0

35.7 62.8

42.0 57.0

34.0 66.0

44.0 54.9

認知

して

いる

(計)

全く

知ら

ない

(計)

2.3

2.3

2.2

0.0

3.4

2.3

1.7

1.0

3.6

2.2

2.3

4.2

2.0

3.1

2.0

1.9

0.0

5.8

8.0
4.0

1.7

3.4

4.7

5.1

6.7

7.2

10.1

5.1
3.1

7.8

6.2

7.0

5.7

6.6

29.5

21.9

34.6

20.7

29.9

25.6

32.5

26.0

34.3

32.6

27.3

19.8

38.2

26.4

33.0

26.4

37.4

61.6

66.8

58.5

77.6

63.2

67.4

59.8

65.4

54.2

51.7

64.8

72.9

51.0

62.8

57.0

66.0

54.9

0.8

1.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.9

1.0

0.6

3.4

0.6

0.0

1.0

1.6

1.0

0.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=755)

男性(n=301)

女性(n=448)

20～29歳(n=58)

30～39歳(n=87)

40～49歳(n=129)

50～59歳(n=117)

60～69歳(n=104)

70～79歳(n=166)

80歳以上(n=89)

豊田地区(n=176)

笠間地区(n=96)

小菅ケ谷地区(n=102)

本郷中央地区(n=129)

本郷第三地区(n=100)

上郷西地区(n=53)

上郷東地区(n=91)

性
別

年
齢

居
住

地
区

問１ 「セーフコミュニティ」について、どの程度知っていますか。

セーフコミュニティの活動に参加したことがある
セーフコミュニティの活動について知っている
セーフコミュニティという言葉を知っている・きいたことがある
セーフコミュニティについて全く知らない
無回答

『認知している』  … 

『全く知らない』  … 
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37.6 61.6

24.7 75.3

36.8 61.4

25.9 74.1

36.8 63.2

39.7 59.5

39.5 60.5

44.6 53.5

36.8 60.0

45.2 54.3

35.9 63.8

34.0 63.8

20.0 80.0

認知

して

いる

(計)

全く

知ら

ない

(計)

2.3

1.1

7.0

1.7

2.6

0.8

2.4

2.3

0.0
2.7

3.1

0.0

0.0

5.8

1.1

1.8

6.9

7.9
6.1

6.5

7.0

3.2

10.5

4.0

6.4
3.3

29.5

22.5

28.1

17.2

26.3

32.8

30.6

35.2

33.7

32.0

28.8

27.7

16.7

61.6

75.3

61.4

74.1

63.2

59.5

60.5

53.5

60.0

54.3

63.8

63.8

80.0

0.8

0.0

1.8

0.0

0.0

0.8

0.0

1.9

3.2

0.5

0.3

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=755)

5年未満(n=89)

5～9年(n=57)

10～14年(n=58)

15～19年(n=76)

20～29年(n=131)

30～39年(n=124)

40年以上(n=213)

ひとり暮らし(n=95)

夫婦２人(n=219)

親と子(2世代)(n=354)

親と子と孫(3世代)(n=47)

その他(n=30)

居
住

年
数

家
族

形
態

問１ 「セーフコミュニティ」について、どの程度知っていますか。
セーフコミュニティの活動に参加したことがある
セーフコミュニティの活動について知っている
セーフコミュニティという言葉を知っている・きいたことがある
セーフコミュニティについて全く知らない
無回答

【「セーフコミュニティ」の認知度： 居住年数・家族形態別 】 

＜居住年数別＞ 

・「40年以上」では『認知している』割合が 44.6％と、全体より 5ポイント以上高く、10年以上では、

居住年数が長くなるほど『認知している』割合が高くなる傾向がみられる。 

・一方、「全く知らない」割合は、「5年未満」「10～14年」でそれぞれ 75.3％、74.1％と、全体より 10

ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「夫婦２人」では『認知している』割合が 45.2％と、全体より 5ポイント以上高い。 

・「親と子(２世代)」「夫婦２人」では「活動に参加したことがある」割合がそれぞれ 3.1％、2.7％と、

他の家族形態が 0％であることに比べるとわずかではあるが参加が見られる。 

 

  

『認知している』  … 

『全く知らない』  … 
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【「セーフコミュニティ」の認知度： 年代×居住年数別 】 

・居住年数 5年未満については、母数が少ないため参考にとどめる。 

・居住年数 10年以上については、年代が上がるほど認知度が上がる傾向が見られる。 

 

居住年数別 ５年未満 

 

 

居住年数別 10年以上 

  

1.1

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3
0.0

22.5

29.4

20.6

26.3

16.7

14.3
0.0

33.3

75.3

70.6

76.5

73.7

83.3

85.7

66.7

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住年数5年未満_全体
(n=89)

20～29歳-居住年数5年未
満(n=17)

30～39歳-居住年数5年未
満(n=34)

40～49歳-居住年数5年未
満(n=19)

50～59歳-居住年数5年未
満(n=6)

60～69歳-居住年数5年未
満(n=7)

70～79歳-居住年数5年未
満(n=3)

80歳以上-居住年数5年未
満(n=3)

セーフコミュニティの活動に参加したことがある
セーフコミュニティの活動について知っている
セーフコミュニティという言葉を知っている・きいたことがある
セーフコミュニティについて全く知らない
無回答

【年代×居住年数５年未満】問１ 「セーフコミュニティ」の認知度

2.0

0.0

3.3

2.2

0.0

1.1

3.8

2.4

6.8

2.5

6.7

6.6

5.9

6.3

6.9

10.7

30.9

15.0

23.3

28.6

36.6

27.4

35.0

33.3

59.4

82.5

66.7

62.6

57.4

64.2

53.8

50.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住年数10年以上_全体
(n=601)

20～29歳-居住年数10年以
上(n=40)

30～39歳-居住年数10年以
上(n=30)

40～49歳-居住年数10年以
上(n=91)

50～59歳-居住年数10年以
上(n=101)

60～69歳-居住年数10年以
上(n=95)

70～79歳-居住年数10年以
上(n=160)

80歳以上-居住年数10年以
上(n=84)

セーフコミュニティの活動に参加したことがある
セーフコミュニティの活動について知っている
セーフコミュニティという言葉を知っている・きいたことがある
セーフコミュニティについて全く知らない
無回答

【年代×居住年数10年以上】問１ 「セーフコミュニティ」の認知度
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【「セーフコミュニティ」の認知度： セーフコミュニティを知った媒体 】 

・セーフコミュニティの認知度について、セーフコミュニティを知った媒体は、「セーフコミュニティの

活動に参加したことがある」では「タウンニュース」「ポスター」、「セーフコミュニティの活動につ

いて知っている」では「のぼり旗・横断幕・垂れ幕」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

 

 
  

23.6

35.3

29.5

21.5

0% 50% 100%

全体(n=284)

セーフコミュニティの
活動に参加したことが

ある(n=17)
セーフコミュニティの
活動について知ってい

る(n=44)

セーフコミュニティと
いう言葉を知っている

(n=223)

ポスター

26.1

29.4

38.6

23.3

0% 50% 100%

全体(n=284)

セーフコミュニティの
活動に参加したことが

ある(n=17)
セーフコミュニティの
活動について知ってい

る(n=44)

セーフコミュニティと
いう言葉を知っている

(n=223)

のぼり旗・横断幕・
垂れ幕

26.8

47.1

27.3

25.1

0% 50% 100%

全体(n=284)

セーフコミュニティの
活動に参加したことが

ある(n=17)
セーフコミュニティの
活動について知ってい

る(n=44)

セーフコミュニティと
いう言葉を知っている

(n=223)

タウンニュース

61.3

47.1

52.3

64.1

0% 50% 100%

全体(n=284)

セーフコミュニティの活動
に参加したことがある

(n=17)

セーフコミュニティの活動
について知っている(n=44)

セーフコミュニティという
言葉を知っている(n=223)

広報よこはま

問１ 「セーフコミュニティ」の認知度 × 問１-１ セーフコミュニティを知った媒体（上位4項目）
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【「セーフコミュニティ」の認知度：(2)安全・安心への実感との相関 】 

・セーフコミュニティの認知度と体感治安の相関については、「セーフコミュニティについて全く知らな

い」方よりも、「活動に参加したことがある」「活動を知っている」「言葉を知っている」方の方が、

栄区は安全・安心なまちだと感じますかという問いに対し「そう感じる」「どちらかといえば感じ

る」と回答した割合が高いという結果になった。 

 

 

 

  

33.6

35.3

47.7

35.9

31.4

56.6

64.7

50.0

59.2

55.9

6.4

0.0

2.3

4.9

7.7

1.6

0.0

0.0

0.0

2.6

1.9

0.0

0.0

0.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=755)

セーフコミュニティの活
動に参加したことがある

（n=17)

セーフコミュニティの活
動について知っている

（n=44)

セーフコミュニティとい
う言葉を知っている・き
いたことがある（n=223)

セーフコミュニティにつ
いて全く知らない

（n=465)

そう感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

問１ 「セーフコミュニティ」の認知度 × 問２ 安全・安心への実感
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（１）-1「セーフコミュニティ」を知った媒体 

 

【「セーフコミュニティ」を知った媒体】 

＜全 体＞ 

•「広報よこはま」が 61.3％で最も多く、「タウンニュース」（26.8％）、「のぼり旗・横断幕・垂れ幕」

（26.1％）、「ポスター」（23.6％）の順で続く。 

＜平成 30年度調査と比較＞ 

・平成 30年度調査と比較して、「ポスター」で 4.2ポイント、「ホームページ」で 3.9ポイント増加し、

「広報よこはま」で 5.9ポイント、「パンフレット」で 3.5ポイント減少している。 

 

 

 
  

61.3

26.8

26.1

23.6

10.9

7.4

3.9

0.7

8.5

1.4

67.2

23.4

26.4

19.4

14.4

3.5

6.0

3.0

10.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

広報よこはま

タウンニュース

のぼり旗・横断幕・垂れ幕

ポスター

パンフレット

ホームページ

啓発グッズ（ふせん・クリアファイル・コットン
バック・タオル等）

選挙啓発チラシ

その他

無回答

問１-1 どこで「セーフコミュニティ」について知りましたか。

令和２年度
n=284

平成30年度
n=201

問１で「活動に参加したことがある」「活動について知っている」「言葉を知っている」と答えた方

複数回答

自治会活動 7

子供の学校 2 各1

どこかで聞いたことがある 2

計 19件

問1-1 どこで「セーフコミュニティ」について知りましたか
（その他記述）

新聞、笠間ケアプラザ、学校、区民祭り、
子供の検診時、大学の講義、仕事上、
再認証オープニングに参加
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【「セーフコミュニティ」を知った媒体： 属性別 】上位４項目 

＜性 別＞ 

・性別には、大きな差は見られない。 

＜年齢別＞ 

・若い年代で「ポスター」による認知の割合が高く、年齢が上がるほど「広報よこはま」による認知の

割合が高くなる傾向が見られる。 

＜居住年数別＞ 

・「5年未満」「5～9年」で「のぼり旗・横断幕・垂れ幕」、「5～9年」で「ポスター」の割合が、全体よ

り 10ポイント以上高い。 

＜居住地区別＞ 

・「上郷西地区」で「タウンニュース」、「本郷中央地区」で「ポスター」が、全体より 10ポイント以上

高い。 

＜家族形態別＞ 

・家族構成の数が少ないほど「広報よこはま」の割合高い傾向が見られる。 

 

 
 

  

26.8

25.8
26.8

7.7
15.6

26.2
30.4

22.9
32.0
30.0

9.1
28.6

0.0
28.6
32.7

28.6
29.5

24.6
19.2

26.5
28.3

33.3
38.9

20.0

20.0
32.3

23.6
31.3

16.7

0% 50% 100%

タウンニュース

61.3

62.9
60.1

30.8
43.8

64.3
54.3

68.6
68.0
70.0

40.9
57.1

46.7
57.1

65.4
67.3
65.3

60.7
57.7
59.2
63.0
61.9
66.7

62.5

68.6
60.6
60.6

56.3
50.0

0% 50% 100%

全体(n=284)

男性(n=97)
女性(n=183)

20～29歳(n=13)
30～39歳(n=32)
40～49歳(n=42)
50～59歳(n=46)
60～69歳(n=35)
70～79歳(n=75)
80歳以上(n=40)

5年未満(n=22)
5～9年(n=21)

10～14年(n=15)
15～19年(n=28)
20～29年(n=52)
30～39年(n=49)
40年以上(n=95)

豊田地区(n=61)
笠間地区(n=26)

小菅ケ谷地区(n=49)
本郷中央地区(n=46)
本郷第三地区(n=42)

上郷西地区(n=18)
上郷東地区(n=40)

ひとり暮らし(n=35)
夫婦２人(n=99)

親と子(2世代)(n=127)
親と子と孫(3世代)(n=16)

その他(n=6)

性
別

年
齢

居
住

年
数

居
住

地
区

家
族

形
態

広報よこはま

26.1

25.8
26.2

38.5
28.1

35.7
21.7

34.3
24.0

12.5

36.4
38.1

13.3
21.4
25.0

34.7
21.1

31.1
19.2

30.6
26.1
26.2

11.1
25.0

25.7
22.2

31.5
12.5
16.7

0% 50% 100%

のぼり旗のぼり旗・横断幕・
垂れ幕

23.6

23.7
23.5

38.5
43.8

23.8
17.4

25.7
22.7

10.0

22.7
57.1

13.3
14.3

25.0
26.5

18.9

16.4
7.7

28.6
34.8

26.2
16.7

27.5

11.4
24.2
26.8
25.0

16.7

0% 50% 100%

ポスター
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90.2 8.0

84.6 12.6

90.5 8.6

感じ

る

(計)

感じ

ない

(計)

33.6

22.7

24.6

56.6

61.9

65.9

6.4

10.2

6.2

1.6

2.4

2.4

1.9

2.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度
n=755

令和元年度
n=1398

平成30年度
n=577

問２ 栄区は安全・安心なまちだと感じますか。

そう感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

（区民意識調査）

（２）安全・安心への実感 

 

【安全・安心への実感】 

＜全 体＞ 

・「そう感じる」「どちらかといえば感じる」を合わせた『感じる』方が 90.2％、「どちらかといえば感

じない」「感じない」を合わせた『感じない』方が 8.0％となっており、約９割の区民が安全・安心

なまちだと感じている。 

＜平成 30年度調査・令和元年度区民意識調査と比較＞ 

・「そう感じる」割合を比較すると、平成 30年度調査に比べて 9.0ポイント、令和元年度調査に比べて

10.9ポイントそれぞれ増加した。 

・「そう感じる」と「どちらかといえば感じる」を合わせた『感じる』割合と比較すると、平成 30年度

調査と比べると 0.3ポイント減少でほぼ同じ、令和元年度調査と比べると 5.6ポイント増加という結

果になった。 

   

  

『感じる』  『感じない』  
… … 
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(計) (計)

90.2 7.9

88.0 9.3

91.5 7.1

94.8 3.4

82.8 17.2

90.7 7.8

92.3 5.1

89.4 6.7

90.4 8.4

92.1 5.6

86.5 11.2

84.2 12.3

89.7 10.3

93.4 6.6

91.6 6.1

85.5 11.3

94.4 4.2

90.9 6.8

85.4 14.6

95.1 2.9

93.0 4.7

86.0 10.0

94.3 5.7

86.8 12.1

84.2 11.6

93.2 5.5

90.1 8.2

95.7 4.3

83.3 13.3

感

じ

る

感

じ

な

い

33.6

35.2

32.6

44.8

35.6

40.3

25.6

26.0

31.3

39.3

33.7

36.8

39.7

25.0

38.2

27.4

34.3

32.4

37.5

38.2

39.5

29.0

32.1

26.4

35.8

32.4

32.8

40.4

36.7

56.6

52.8

58.9

50.0

47.1

50.4

66.7

63.5

59.0

52.8

52.8

47.4

50.0

68.4

53.4

58.1

60.1

58.5

47.9

56.9

53.5

57.0

62.3

60.4

48.4

60.7

57.3

55.3

46.7

6.4

7.0

6.0

3.4

13.8

7.0
4.3

6.7
4.8

4.5

9.0

12.3

6.9

5.3

6.1

7.3

3.3

5.7

10.4

2.0
3.9

9.0
5.7

8.8

8.4
4.6

6.5
4.3

13.3

1.6

2.3

1.1

0.0

3.4

0.8

0.9

0.0

3.6

1.1

2.2

0.0

3.4

1.3

0.0

4.0

0.9

1.1

4.2

1.0

0.8

1.0

0.0

3.3

3.2

0.9

1.7

0.0

0.0

1.9

2.7

1.3

1.7

0.0

1.6

2.6

3.8

1.2

2.2

2.2

3.5

0.0

0.0

2.3

3.2

1.4

2.3

0.0

2.0

2.3

4.0

0.0

1.1

4.2

1.4

1.7

0.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=755)

男性(n=301)

女性(n=448)

20～29歳(n=58)

30～39歳(n=87)

40～49歳(n=129)

50～59歳(n=117)

60～69歳(n=104)

70～79歳(n=166)

80歳以上(n=89)

5年未満(n=89)

5～9年(n=57)

10～14年(n=58)

15～19年(n=76)

20～29年(n=131)

30～39年(n=124)

40年以上(n=213)

豊田地区(n=176)

笠間地区(n=96)

小菅ケ谷地区(n=102)

本郷中央地区(n=129)

本郷第三地区(n=100)

上郷西地区(n=53)

上郷東地区(n=91)

ひとり暮らし(n=95)

夫婦２人(n=219)

親と子(2世代)(n=354)

親と子と孫(3世代)(n=47)

その他(n=30)

性
別

年
齢

居
住

年
数

居
住

地
区

家
族

形
態

問２ 栄区は安全・安心なまちだと感じますか。
そう感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

【安全・安心への実感： 属性別 】 

＜性 別＞ 

・性別には、大きな差は見られない。 

＜年齢別＞ 

・「20～29歳」で「そう感じる」の割合が 44.8％と、全体より 10ポイント以上高い。 

・「30～39歳」で『感じない』の割合が 17.2％と、全体より 10ポイント近く高い。 

＜居住年数別＞ 

・「5～9年」「30～39年」で『感じる』の割合が全体より 5ポイント程度低い。 

＜居住地区別＞ 

・「笠間地区」で『感じない』の割合が 14.6％と全体より 5ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・家族形態別には、大きな差は見られない。 

 

 

  

『感じる』  『感じない』  

… … 
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（３）身のまわりの心配なこと 

 

【身のまわりの心配なこと】 

＜全 体＞ 

•「病気や健康のこと（主に身体的なこと）」が 57.4％で最も多く、「自然災害のこと」（48.2％）の順で

続く。 

＜令和元年度区民意識調査と比較＞（参考） 

・令和元年度区民意識調査では、「自分の病気や老後のこと」「家族の健康や生活上の問題」が最も多

く、次いで「景気や生活費のこと」が挙げられている。 

 

 

   

57.4

48.2

25.0

24.9

23.7

20.7

16.0

14.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

病気や健康のこと（主に身体的なこと）

自然災害のこと

経済的なこと

運動する機会が減っていること

犯罪のこと

子どもの健康・安全や保育・教育のこと

交通事故のこと

こころの健康のこと

無回答

問３ 近頃、自身や身のまわりのことで特に心配なこと

n=755
複数回答

50.0

32.5

24.6

18.8

18.8

14.0

13.0

9.2

8.6

6.2

5.2

4.6

11.7

3.6

0% 20% 40% 60%

自分の病気や老後のこと
家族の健康や生活上の問題

景気や生活費のこと
事故や災害のこと
犯罪や防犯のこと

住宅のこと
子どもの保育や教育のこと

環境問題
仕事や職場のこと

失業・倒産や収入が減ること
その他

近隣からの悪臭・騒音
心配ごとや困っていることはない

無回答

近頃、自身や家族の生活のことで心配ごとや困っていること

n=1398
複数回答

（参考）令和元年度区民意識調査
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【身のまわりの心配なこと： 属性別 】上位４項目 

＜性 別＞ 

・「自然災害のこと」では女性の方が、「経済的なこと」では男性の方が割合が 5ポイント以上高い。 

＜年齢別＞ 

・「病気や健康のこと（主に身体的なこと）」では、年齢が上がるほど割合が高くなる傾向があり、「70～

79歳」「80歳以上」では、全体より 15ポイント以上高い。 

・「自然災害のこと」では「60～69歳」まで年齢が上がるほど割合が高くなる傾向があり、「60～69歳」

が 59.6％で全体より 10ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・「病気や健康のこと（主に身体的なこと）」では、居住年数が長いほど割合が高くなる傾向があり、「40

年以上」が 69.5％と全体より 10ポイント以上高い。 

＜居住地区別＞ 

・「上郷西地区」では、「病気や健康のこと（主に身体的なこと）」の割合が 75.5％と全体より 10ポイン

ト以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「自然災害のこと」では家族の人数が少ないほど割合が高くなる傾向が見られる。 

 

 

  

48.2

44.2
50.7

34.5
36.8

45.0
53.8

59.6
49.4
50.6

40.4
45.6

43.1
39.5

51.1
50.8
53.5

54.0
45.8
46.1
46.5
48.0

43.4
48.4

49.5
48.9
47.5

44.7
60.0

0% 50% 100%

自然災害のこと

57.4

57.1
57.6

32.8
36.8

45.7
54.7

66.3
72.9
73.0

40.4
52.6
51.7
51.3
52.7

61.3
69.5

60.2
50.0
48.0

61.2
58.0

75.5
53.8

60.0
69.4

48.9
57.4

63.3

0% 50% 100%

全体(n=755)

男性(n=301)
女性(n=448)

20～29歳(n=58)
30～39歳(n=87)

40～49歳(n=129)
50～59歳(n=117)
60～69歳(n=104)
70～79歳(n=166)

80歳以上(n=89)

5年未満(n=89)
5～9年(n=57)

10～14年(n=58)
15～19年(n=76)

20～29年(n=131)
30～39年(n=124)
40年以上(n=213)

豊田地区(n=176)
笠間地区(n=96)

小菅ケ谷地区(n=102)
本郷中央地区(n=129)
本郷第三地区(n=100)

上郷西地区(n=53)
上郷東地区(n=91)

ひとり暮らし(n=95)
夫婦２人(n=219)

親と子(2世代)(n=354)
親と子と孫(3世代)(n=47)

その他(n=30)

性
別

年
齢

居
住

年
数

居
住

地
区

家
族

形
態

病気や健康のこと
(主に身体的なこと)

25.0

29.9
22.1

32.8
23.0

29.5
33.3

22.1
22.9

13.5

31.5
15.8

27.6
18.4

29.0
32.3

20.7

26.1
16.7

28.4
27.9

23.0
24.5
26.4

34.7
18.7

26.0
19.1

43.3

0% 50% 100%

経済的なこと

24.9

24.6
25.2

34.5
24.1
24.0

16.2
19.2

28.3
32.6

33.7
21.1
20.7

26.3
24.4
23.4
23.5

24.4
19.8

26.5
23.3
23.0

28.3
31.9

33.7
24.7
22.6

29.8
13.3

0% 50% 100%

運動する機会が運動する機会が
減っていること
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【身のまわりの心配なこと： 性別・年齢別 】 

・男性「20～39歳」では、「経済的なこと」「交通事故のこと」が全体の割合より 10ポイント以上高

い。 

・女性「20～39歳」では、「子どもの健康・安全や保育・教育のこと」が全体の割合より 20ポイント以

上高い。 

・男性「40～64歳」では、「経済的なこと」が全体の割合より 5ポイント以上高い。 

・女性「40～64歳」では、「自然災害のこと」「子どもの健康・安全や保育・教育のこと」が全体の割合

より 5ポイント以上高い。 

・男女ともに「65歳以上」では、「病気や健康のこと（主に身体的なこと）」が全体の割合より 10ポイ

ント以上高い。 

 

 

 

 

 

57.4

27.5

51.8

72.9

39.4

52.0

72.1

0% 50% 100%

運動不足解消のた
めのウオーキング

病気や健康のこと
（主に身体的なこと）

48.2

35.3

45.6

47.4

36.2

54.4

54.6

0% 50% 100%

のぼり旗・横断幕・垂
れ幕・ポスター

自然災害のこと

25.0

39.2

32.5

24.8

20.2

28.1

17.5

0% 50% 100%

経済的なこと

24.9

33.3

22.8

22.6

25.5

20.5

29.5

0% 50% 100%

運動する機会が
減っていること

全体（n=755）

男性-20～39歳（n=51）

男性-40～64歳（n=114）

男性-65歳以上（n=133）

女性-20～39歳（n=94）

女性-40～64歳（n=171）

女性-65歳以上（n=183）

性別・年齢別 問３ 近頃、自身や身のまわりのことで特に心配なこと

23.7

15.7

15.8

27.8

23.4

22.8

28.4

0% 50% 100%

犯罪のこと

20.7

15.7

25.4

8.3

41.5

31.0

8.7

0% 50% 100%

運動不足解消のた
めのウオーキング

子どもの健康・安全や
保育・教育のこと

16.0

27.5

7.9

23.3

17.0

18.1

9.8

0% 50% 100%

のぼり旗・横断幕・垂
れ幕・ポスター

交通事故のこと

14.8

13.7

16.7

8.3

20.2

19.3

12.0

0% 50% 100%

こころの健康
のこと

全体（n=755）

男性-20～39歳（n=51）

男性-40～64歳（n=114）

男性-65歳以上（n=133）

女性-20～39歳（n=94）

女性-40～64歳（n=171）

女性-65歳以上（n=183）
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77.7 7.2

48.7 20.3

84.4 2.5

73.4 7.2

80.3 5.4

88.6 1.6

50.7 15.5

87.8 2.5

関心

があ

る

(計)

関心

がな

い

(計)

51.1

17.2

56.4

41.6

49.5

63.7

20.5

57.7

26.6

31.5

27.9

31.8

30.7

24.9

30.2

30.1

9.8

24.1

7.3

12.8

9.1
4.8

27.7
4.9

4.8

13.0
1.5

5.0

3.3

0.9

9.1
1.1

2.4

7.3

1.1

2.1

2.1

0.7

6.4

1.5

5.3

6.9

5.8

6.6

5.2

5.0

6.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの安全（n=755）

スポーツ時のけが予防（n=755）

交通安全（n=755）

子育て支援と児童虐待の防止（n=755）

高齢者の安全（n=755）

災害への備え（n=755）

自殺予防対策（n=755）

防犯対策（n=755）

問４ セーフコミュニティの重点取組への関心

関心がある やや関心がある どちらといえない あまり関心がない まったく関心がない 無回答

88.6 

87.8 

84.4 

80.3 

77.7 

73.4 

50.7 

48.7 

91.3 

90.1 

89.9 

86.0 

84.7 

79.4 

57.7 

57.5 

0% 50% 100%

災害への備え

防犯対策

交通安全

高齢者の安全

子どもの安全

子育て支援と児童虐待の防止

自殺予防対策

スポーツ時のけが予防

問４ セーフコミュニティの重点取組への関心
（関心がある(計)）

令和２年度調査（n=755）
平成30年度調査（n=577）

（４）セーフコミュニティの重点項目への関心 

 

【セーフコミュニティの重点項目への関心】 

＜全 体＞ 

・「関心がある」「やや関心がある」を合わせた『関心がある』は、「災害への備え」「防犯対策」「交通安

全」「高齢者の安全」で８割以上なのに対し、「スポーツ時のけが予防」では５割以下となっている。 

・全ての項目において性別では、「男性」より「女性」の方が、「関心がある」割合が高い。中でも「子

育て支援と児童虐待」」「高齢者の安全」では、5ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【セーフコミュニティの重点項目への関心： 時系列】 

＜平成 30年度調査と比較＞ 

・平成 30年度と比較すると、『関心がある』割合は、全ての項目で減少しており、特に「スポーツ時の

けが予防」で 8.8ポイントと最も多い減少がみられる。 

 

  

『関心がある』  『関心がない』  

… … 

どちらともいえない 
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77.7 7.2

74.4 9.6

80.1 5.6

72.4 10.3

87.4 5.7

82.2 11.6

76.9 6.0

80.8 4.8

73.5 6.6

73.0 4.5

77.5 12.4

82.5 12.3

77.6 5.2

89.5 3.9

73.3 5.3

79.0 7.3

75.1 6.1

関心

があ

る

(計)

関心

がな

い

(計)

51.1

50.5

52.0

37.9

70.1

58.9

48.7

43.3

48.8

48.3

57.3

66.7

60.3

56.6

38.9

49.2

49.3

26.6

23.9

28.1

34.5
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40～49歳(n=129)
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60～69歳(n=104)

70～79歳(n=166)

80歳以上(n=89)

5年未満(n=89)

5～9年(n=57)

10～14年(n=58)

15～19年(n=76)

20～29年(n=131)

30～39年(n=124)

40年以上(n=213)

性
別

年
齢

居
住

年
数

１ 子どもの安全 関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心がない 関心がない 無回答

１ 子どもの安全 

【セーフコミュニティの重点項目への関心： 属性別】 

＜性 別＞ 

・「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』割合は、「男性」より「女性」の方が

5.7ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「30～39歳」では、「関心がある」の割合が全体より 15ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・「5～9年」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

・「15～19年」では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』の割合が全体より

10ポイント以上高い。 
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夫婦２人(n=219)

親と子(2世代)(n=354)

親と子と孫(3世代)(n=47)

その他(n=30)

居
住

地
区

家
族

形
態

１ 子どもの安全 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「上郷西地区」「笠間地区」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「親と子（２世代）」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『子どもの安全』について「関心がある」方は「子どものＫＹＴ（危険予知トレーニング）の普及活

動」を今後参加したい取組に挙げる割合が全体より 8.7ポイント高い。 
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２ スポーツ時のけが予防 

＜性 別＞ 

・「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』割合は、「男性」より「女性」の方が

7.4ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・年齢別には、大きな差は見られない。 

＜居住年数別＞ 

・「15～19年」では「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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10～14年(n=58)

15～19年(n=76)

20～29年(n=131)

30～39年(n=124)

40年以上(n=213)

性
別

年
齢

居
住

年
数

２ スポーツ時のけが予防 関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心がない 関心がない 無回答
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２ スポーツ時のけが予防 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「笠間地区」「上郷西地区」では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』の割

合が全体より 5ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「親と子と孫（３世代）」では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』の割合

が全体より 5ポイント以上高い。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『スポーツ時のけが予防』について「関心がある」方は「スポーツ時のけが予防講習会」「運動不足解

消のためのウオーキング」を今後参加したい取組に挙げる割合が全体より、それぞれ 16.8ポイン

ト、10.6ポイント高い。 
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３ 交通安全 

＜性 別＞ 

・性別には、大きな差はみられない。 

＜年齢別＞ 

・「30～39歳」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・「5～9年」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 
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３ 交通安全 関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心がない 関心がない 無回答
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３ 交通安全 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「笠間地区」「本郷第三地区」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「親と子（２世代）」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『交通安全』について関心がある方ほど「高齢者への転倒予防講座」「子どもの登下校時の見守り」「子

どものＫＹＴ（危険予知トレーニング）の普及活動」を今後参加したい取組に挙げる割合が比較的高

い傾向が見られる。 
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４ 子育て支援と児童虐待 

＜性 別＞ 

・「関心がある」の割合は、「男性」より「女性」の方が 6.2ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「30歳から 39歳」をピークに「関心がある」の割合は年齢が上がるほど低くなる傾向が見られる。 

＜居住年数別＞ 

・「10～14年」をピークに「関心がある」の割合は居住年数が長くなるほど低くなる傾向が見られる。 
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４ 子育て支援と児童虐待 関心がある やや関心がある どちらともいえない
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４ 子育て支援と児童虐待 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「笠間地区」「上郷西地区」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「親と子（２世代）」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『子育て支援と児童虐待』について「関心がある」方は「子どものＫＹＴ（危険予知トレーニング）の

普及活動」「子どもの登下校時の見守り」「乳幼児の事故を防ぐための啓発活動」を今後参加したい取

組に挙げる割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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５ 高齢者の安全 

＜性 別＞ 

・「関心がある」の割合は、「男性」より「女性」の方が 5.3ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「関心がある」の割合は、年齢が上がるほど高くなっている。 

・「70～79歳」「80歳以上」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・「関心がある」の割合は居住年数が長くなるほど高くなる傾向が見られる。 
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５ 高齢者の安全 関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心がない 関心がない 無回答
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3.1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=755)

豊田地区(n=176)

笠間地区(n=96)

小菅ケ谷地区(n=102)

本郷中央地区(n=129)

本郷第三地区(n=100)

上郷西地区(n=53)

上郷東地区(n=91)

ひとり暮らし(n=95)

夫婦２人(n=219)

親と子(2世代)(n=354)

親と子と孫(3世代)(n=47)

その他(n=30)

居
住

地
区

家
族

形
態

５ 高齢者の安全 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「上郷西地区」では、「関心がある」の割合が全体より 20ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「夫婦２人」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『高齢者の安全』について「関心がある」方は「高齢者への転倒予防講座」を今後参加したい取組に挙

げる割合が全体より 10ポイント以上、「運動不足解消のためのウオーキング」「ヒートショック対

策」では 5ポイント程度高くなっている。 
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4.0

6.3

0% 50% 100%

子どもの登下校時
の見守り

33.2

39.6

31.0

23.2

16.0
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安
全
へ
の
関
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６ 災害への備え 

＜性 別＞ 

・「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』の割合は、「男性」より「女性」の方

が 5.1ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「60～69歳」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・居住年数別には、大きな差は見られない。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=755)

男性(n=301)

女性(n=448)

20～29歳(n=58)

30～39歳(n=87)

40～49歳(n=129)

50～59歳(n=117)

60～69歳(n=104)

70～79歳(n=166)

80歳以上(n=89)

5年未満(n=89)

5～9年(n=57)

10～14年(n=58)

15～19年(n=76)

20～29年(n=131)

30～39年(n=124)

40年以上(n=213)

性
別

年
齢

居
住

年
数

６ 災害への備え
関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心がない 関心がない 無回答
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88.6 1.6

86.4 1.1

94.8 1.0

93.1 1.0

84.5 3.1

89.0 0.0

88.7 1.9

87.9 3.3

87.4 4.2

85.4 0.5

92.4 1.4

91.5 0.0

76.7 3.3

関心
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る

(計)

関心
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63.1
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66.7
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67.0

66.0

59.3

57.9

63.9
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55.3

56.7
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23.3
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=755)

豊田地区(n=176)

笠間地区(n=96)

小菅ケ谷地区(n=102)

本郷中央地区(n=129)

本郷第三地区(n=100)

上郷西地区(n=53)

上郷東地区(n=91)

ひとり暮らし(n=95)

夫婦２人(n=219)

親と子(2世代)(n=354)

親と子と孫(3世代)(n=47)

その他(n=30)

居
住

地
区

家
族

形
態

６ 災害への備え 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「笠間地区」では、「関心がある」の割合が全体より 10ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・家族形態別には、大きな差はみられない。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『災害への備え』について関心が高い方ほど「高齢者への転倒予防講座」「地域防災拠点等での実践的

な訓練」を今後参加したい取組に挙げる割合が比較的高い傾向が見られる。 
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７ 自殺予防対策 

＜性 別＞ 

・「関心がある」の割合は、「男性」より「女性」の方が 4.9ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「50～59歳」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・「15～19年」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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5～9年(n=57)

10～14年(n=58)

15～19年(n=76)

20～29年(n=131)

30～39年(n=124)

40年以上(n=213)
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年
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７ 自殺予防対策
関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心がない 関心がない 無回答
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39.6 13.2

48.4 14.3

48.4 18.9
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地
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形
態

７ 自殺予防対策 関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

 

＜居住地区別＞ 

・「笠間地区」では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』の割合が全体より

10ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・「親と子と孫（３世代）」では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心がある』の割合

が全体より 5ポイント以上高い。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『自殺予防対策』について「関心がある」方は「自殺を予防するための啓発活動」を今後参加したい取

組に挙げる割合が全体より 10ポイント以上、「自殺を予防する担い手（ゲートキーパー）の養成研

修」「児童虐待を減らすための啓発活動」を挙げる割合が 5ポイント以上高い。 
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８ 防犯対策 

＜性 別＞ 

・「関心がある」の割合は、「男性」より「女性」の方が 3.4ポイント高い。 

＜年齢別＞ 

・「80歳以上」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 

＜居住年数別＞ 

・「5年未満」「40年以上」では、「関心がある」の割合が全体より 5ポイント以上高い。 
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８ 防犯対策 関心がある やや関心がある どちらともいえない
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＜居住地区別＞ 

・「上郷西地区」では、「関心がある」の割合が全体より 15ポイント以上高い。 

＜家族形態別＞ 

・家族形態別には、大きな差はみられない。 
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【セーフコミュニティの重点項目への関心：(7)今後参加したい取組との相関】 

・『防犯対策』について関心が高い方は、「高齢者への転倒予防講座」を今後参加したい取組に挙げる割

合が比較的高い傾向が見られる。 
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